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第1章 緒 論

「ツベル ク リン」反磨程度 テ規制 スル要約ノ、種 々

アル。 第一 二結核感染 ノ時期(Phase)デ アル。

即 チ感染初期 ニノ、個盟 ノ如何 ラ問 ノ、ズ強反慮 ヲ

呈 スル傾 向ガ アル.第 ニ ニハ個盟 ノ反慮力 ノ後

天的 ノ障碍 デァル.帥 チ結核及 ピ他 ノ諸般 ノ疾

病 ノ登生虹 二進行 二俘 ツテ多 ク減弱 スル.第 三

二「ツベル クリン」反慮 ノ末梢数 果器官 ノ被 刺戟

性乃至反磨性 ノ攣化 デアル.帥 チ充血 二際 シ強

ク現ハ レ貧血 二際 シ弱 ク現ハ レ、光線 ノー定照

射ニ ヨリ強 ク現 ハ レー定照射 ニ ヨツテ却 テ弱 ク

i現バ レル如 キデアル.

併 シコ レラノ諸要約 ヲ無覗 シ得 ル場合 二於 テ而

モ街 ホ個膣的 ノ差異 ガ認 メ ラレル、 コレハ個燈

ノ艦質的要約 二基 クモ ノデ アラウ。

「ツベル クリン」反癒程度 ノ燈質的要約 二就 テハ

從來鹸 り研究 サ レテ居 ナ ィeK.Diehl及 ビ0.

v。Verschuer雨 氏 α}ハ ソノ曼 生見結核 ノ研究

二於 テ、 「ツ1ぐル ク リン」反癒 ノ相似性ハニ卵性

隻生見群 二於 ケル ヨリモー卵性愛生見群 二於 テ

ヨ リ著 明ナ リ ト云 ツ テ 居 ル窃 コ ノ事實 ハ「ツベ

ル ク リン」反慮程 度ニ ハ 遺傳的因子 ガ關係 スル

コ トテ物語 ル モノデ アル、併 シ雨氏 ハ未 ダ如何

ナル逡嬉基質 ノ上 二如何 ナル「ヅペ ルク リンJ反

慮牲 ガ成立 スルカニ 就 テ ハ 論及 シテ居 ナ イ。

K.Klare(x}ハ ソ ノ所 謂exsudativ4ymphatische

Konstituti◎nテ 述 べ夢ル 際 ニノx「ツベル ク リン」

反慮強陽 性テ ソノー屡性 トシテ屡 ゲテ居 ル。併

シソノ根糠 ヲ明 カニ シテ居ナ イヤウデァル.
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余 ζ3}モ襲 二過敏性盟質 ト結核 トノ關係 テ論 ズル

ニ當 リ,「 ッバ ルク リン」反慮 強陽性 テ以 テ過敏

牲膿 質 ノー囑牲 トシタ。併 シソノ根 嫁 二向 ツテ

ノ・未 ダ充分 ナル検討 テ加ヘ テ居 ナ ヵツタ。

掴k「 ツベ ル クリン・アレルギー」ノ・結核 病機 ラ

理解 シ結核免疫 ヲ論ズ ル際 ニノ、最 モ重要 ナル事

象 ノー ツデ ァル.而 モ ソノザツベ ルク リン・ア レ

ル ギー」ノ本態 テ究明 スルー一ッ ノ鍵 デ アル トコ

ロノソノ盟質 的要約 二向 ヅテハ從來殆 ン ド考慮

ガ彿 ハ レテ居 ナカツタヤ ウ ニ 見 エル。余 ハrツ

ベル ク リン」反慮 程度 ト結 核抵 抗性 トガ密接 ナ

關係 ラ有 スル 事實 ラ知 リ、 ソレハ「ツベル クリ

ン」反慮程度 ガ個膿 ノー般反慮性 と 依存 スル ヵ

ラデ ァラウ ト推定 シ、之 ヲ立詮 スベク弦 二「ツベ

ルク リン」反慮 程度 ノ盟質的要約 テ 追究 スルユ

至 ツタノテ アル。

第2章 観察材料拉二観察方法

観察材料ハ結核既感染健康者 ト結核患者 トニ亙

ル。結核既感染健康者 ト シテハ昭和14年 刀根

山病院二勤務中 ノ看護婦147人 拉二職員47人

ラ用 ヒ、結核患者材料 トシテハ 昭和14年4月

ヨリ12月 二至ル 間當病院 二牧容 シタモノ792

人 ラ用 ヒタ。

「ツベルクリン」反慮術式ハ,傳 染病研究所製 ノ

薔「ツベルクリン」原液 ラ0.5%石 炭酸加生理的

食盤水 デ1萬 倍 二稀繹 シ タ モ ノテ用 ヒ、 ソノ

0.1ccテ 上 臆内側 ノ皮 内 二 注 射 シタ。反慮判定

ハ注射後約48時 間 二於 ケル注 射局所 ノ登赤 ノ

卒均直{一=依 リ、 ソ ノ6mm以 上 テ陽性 トシ、

31mm以 上 ヲ強陽性 ト判 定 シタ。

過敏性盟質蚊 二其 ノ屡 性 二 就 テノ、「過敏 姓盟質

ト結核(其 ノー〉{3)デ述 べ タ如 クデ アルe

第$章 統計的成績

第1節 結核 既 戚染 健康=者(看 護婦)二 就 テ観 タノレ「ヅty"IUク リ ン」

皮 内反 慮 程度 ト過敏 性 髄質 諸薦 性 トノ關係

結核既感染健康者(看 護婦)二 就 テ「ツベルクリ テ観ルニ、(第1表 〉ノ如 クrツベルクリン」皮内

ンJ皮内反磨程度 ト過敏牲饅質諸嶋性 トノ關係 反慮程度 ト過敏性禮質騰性陽性度 トハ輕度ナガ

表 健康看護婦二就テ襯タル「ツベルクリy」皮内反磨程度ト

過敏性盤質諸罵性陽性 トノ關係

過雛 纈 隔酬 雛 性羅 過 敏 性 疾 患 皮 描 反 旛 粘 膜 充 血 度
自己歴 陽性者 強陽性者(十卜,十)i充 血 者

「ソ」皮内反懸程度
… …

147人 39人=27%
…㎜ …

59人=40%112人=76% 21人=14%

強風態(31蹴血以上) 35人 11人=31% 15人=43%28人=80% 5人=14%

弱反癒(30揃m以 下) 112人 28人=25% 44人=39%84人=75% 116人=14%

ラ軍行的關係テ示 シテ居ル.皮 膚描霞反鷹 ノ如

亀キ現症的屍性ニ シテ而モ「ツベルクリン」皮内反

慮 トソノ末楕赦果器官 テ共通ニスルモノニ於 テ

ソノ準行的關係 ノ讃明サ レルコトハ敢 テ異 トス

ルニ足 ラナイガ、過敏性疾患家族歴乃至自己歴

ノ如 キ病歴的囑性ニシテ而モソノ末梢数果器官

ラ必 ズ シモ等 シウ シナ イモ ノニ於 テモ ソノ李行

的關係 ガ謹明 サ レルコ トハ甚 ダ注 目 スベキ事實

トィフベ ク、 コレニ ヨツ テ 明 力轟「ツベル クリ

ン」皮 内反慮程 度ハ過敏性臆 質 ト密接 ナ關係 ヲ

有 シテ居ル コ トガ想像 サ レル.
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第2節 結 核 患者 二就 テ観 タノy「ツベル ク リン」皮 内反癒 程度 ト

過敏性禮質諸屡性 トノ關係

結核患者 二就 テ之 ラ観 ル・t、〈第2表 ノ如 ク/性 陽性度 トハ結該患者 二於 テハ健康者 ノ場合 ヨ

rツ ベルク リン」皮 内反癒程度 ト過敏 性禮 質諸騒 リモ著明 ナ年行的閣係 ヲ示 シテ居 ル.(過 敏性

第2表 結核患者二就デ観タル「ツベル〃リン」皮内反癒程度 ト過敏性鰐質諸屡性 トノ關係

疾患家族歴 二就 テハ ソノ陽性例 ガ非常 二少 イノ

デ統計的ニハ云 々スルづ トハ出來 ナ ィ。)健康者

ノ場合 ヨリモ何 故二李行的瀾係 ガ著明 ニナツタ

ノデァラウカ.既 二 「過敏性韻 質 ト結核 」〈其 ノ

ー)13}二於 テ述 ベ タヤウニ、過 敏牲艦 質 ヲ 有 ス

ル個艦 二於 テハ之 テ有 セヌ個器 二於 ケル ヨリモ

結核病機 ハ良 性轟経過 スル傾向 ガ アル シ、叉「過

敏性禮質 ト結核」(其 ノ四)ω 二遙 ベル如 ク、結核

病機 ガ良性 ナ揚 合ハ然 ラザ ル 場 合 ヨリモ「ツベ

ル ク リン」反鷹程度 ハ強 イ傾 向ガ アル ノデ アル。

即 チ過敏性磯 質 テ有 スル欄膿ハ結核 二罹患 シテ

モ病 機 ガ比較 的良牲 デ從 ツテ「ツベル クリ ン」反

慮程 度 モ比較 的保持 サ ソル ガ、過敏 性艦 質 テ有

セヌ価 膿ハ病機 ガ 比較的良性 デナ ク從 ツテ「ツ

ベ ルク リン」反慮程度 モ 減弱 スル。 ソvデ 結 局

過敏性禮質 ノ存 否 ニヨル「ツベル クリン」反慮程

度 ノ差等 ガ結核罹 患 ニ ヨツテー層著明 二現バ レ

ル ト解澤 スベ キデア ラウ.

第3節 特 二年 齢31歳 以上 ノモノ ニ就 テ観 タノン「ツベ"・ノンク リ ン1

皮 内反 鷹程 度 ト過敏 性疾 患 自己歴 トノ關係

一方「ツベル ク リン」反癒ハ結核感染新鮮期 工於

テハー般 二彊 ク、從 ツテ今 ソノ個禮差 ラ問題 ト

スルニ當 ツテハ、此 ノ感染新鮮期 二囑 スルモ ノ

ハナルベ ク避 ケタ方 ガ ヨイ.他 方過敏性艦質 ノ

最モ本質的 ナ 腸性 タル過敏 性疾患 自己歴 ハ 年

齢 ノ進 ム ト共 ニ ソノ内容 ガ盆 丸豊 富 トナル ベキ

コトハ理 ノ當然 デ、從 ツテ今過敏牲騰質 ノ有無

ラ問題 トスルニ當 ツテハ、潜 在性 ノ過敏 性疾 患

ノ素質 ガナルベ ク顯現 シタ後 二於 テ観 察 シタ方

ガヨイ、 帥 チ結核感染新鮮期 ヲ避 ケ、且 ツ過敏

性疾患病歴 ノ有無 ノ分化 ノ充分行ハ レタ如 キ材

料二就 テ、rッ ベ ルク リ物 皮 内反懸程度 ト過敏

性鵬質 トノ關係 テ兇 タ方 ガヨイ。 ソコデ今假 二

年齢31歳 以上 ノモ ノテ選 ンデ之 ラ観察 スルコ ト

轟 シタ.初 メニ健康者 二就 テ見ル.看 護婦 二於

テハ147人 中31歳 以 上 二 屡 スルモ ノ僅 力轟6

人 二過 ギナ ィカラ、材料 テ別二新 二求 メタ.即

チ當病院勤務 ノ 男子職負 ニ シテ31歳 以上 ノモ

ノ47入=就 テ観察 シ タ 成績ハ次 ノ(第3表)ノ

如 ク

第3表 年齢31歳 以上 ノ男子職員二就テ

観タル「ッベルク"ソ 」皮内反懸

程度 ト過敏性髄質隔性 ㍗ノ關係

豫想 ノ如久 全膿 トシテノ過敏性疾患自己歴陽
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勢性者 ノ卒 ガ看護婦 二就 テ観察 シタ揚合 ヨ リモ更

二高 クナ ツテ居 ル ノ ミデナ ク
、更 二注 目スベ キ

コ トハrツ ベル ク リン」反慮 ノ程 度 ノ差異 工俘 フ

過敏性疾 患 自己歴 陽性者 ノ牽 ノ差等 ノ開 キガ第

1項 ノ看護aSx・ 就 テ観 タ場合 ヨ リモ非常 二顯 著

ニナ ッテ居ル コ トデ、郎 チ適當 ナル材料 二由 ツ

テ観察 スル トキハ盆 丸「ツベル ク リン」反癒程 度

ト過敏 性膿 質陽性度 トノ李行的 瀾係 ノ極 メテ密

接 ナル コ トガハ ツキ リシテ來 ルノデァル。

次 二結 核患者 二 於 テモ31歳 以 上 ノモ ノノ ミニ

就 え観察 スルニ、(第4表)ノ 如 ク

第4表 年齢31歳 以 上ノ結核患者二就テ

観タル「ッベルグリン」皮内反慮

程度 ト過敏性盤質罵性 トノ關係

矢張 前述 ノ健康者 ノ場 合 ト全 ク同様 ナル コ トガ

認 メラレタ。

第妥章 考 察

過 敏性艘質 ハ ソノ屡性 ニ ヨツテ始 メテ具禮 的 二

把握 サ レル。屡姓 トシテハ過敏 性疾 患寡族歴、

過敏性疾 患 自己歴、皮膚描書反慮及 ビ粘 膜充血

度 テ選 ンダ.前 二者 ハ病歴 的属 性 デ アリ、後 二

者 ハ現症的屡性 デアル.過 敏 性疾 患家族 歴ハ過

敏性膿 質 ノ遺簿 型(Gen◎typus)ヲ 覗 フ示標 デ ア

リ、後三者ハ ソノ現象型(Ph5notypus)ヲ 示 ス

、特徴 デ ァル.後 三者 ノウチ過敏 牲疾 患ノ・主 トシ

テ先天的基質 二依存 スルモ ノデアルガ、後二者

ハ後天 的 ノ内外 環境 ノ支配 テ受 ケ易 イモ ノデ ア

ル、從 ツテコノ四 ヅノ鵬性 ノウチデ過敏性禮質

ノ本質 的 ナ部分 ラ形成ス ルモ ノハ過敏性疾患 自

己歴 デアル ト見 ラ レル。從 ツテ今 ヂツ〈ごル クリ

ン」反慮程 度 ト過敏性艦質 ト ノ關係 テ追究 スル

ニ當 ツテノ・、過 敏性疾 患 自己歴 ガ最 モ重要 ナ役

割 ラ演 ズル コ トニナル、而 ルニ第3章 ノ統計的

観 察 ノ結果、 「ツベ ルク リン」反態程 度ノ・他 ノ薦

牲 トモ李行的 關係 二在ル ノミナ ラズ叉 コノ過 敏

性i疾患 自己歴 トモ年 行的瀾係 二在 ル コ トガ明 ラ

カニナ ツタ。 コノ成績 カラ、「ヅベル ク リン」反

慮 程度 ト過敏性禮質 トハ密接 ナ關係 二在ル ト云

ヘル、換言 ス レバ、過敏 性艘 質 ノ、「ツベルクリ

ン」反鷹程 度 ヲ規 制 ス ル ー要約 ラナ シテ居ル ト

ユ=ヘ ノレ。

「ツベル ク リン」反慮程度 ノ強弱 テ規制 スル要約

ノ、緒 言 ニモ之 テ述 ベ タヤウニ他轟 モ種 々 アルノ

デ アル ガ、併 シコノ艦 質的要約ノ・最 モ本質的ナ

モ ノ ト見 ルベ キデアル。 何 トナ レバ コノ膿質的

要約 ノ・他 ノ諸要約 二先行 シ且 ツ他 ノ諸要約 二比

シ安定的 デ アル カラデアル。

「ツベノレク リン」皮.膚過敏 毒性ガ コノ過敏噸生脅豊質 カ

ラ本質的 ナ規詞 ヲ蒙 ツテ居 ル トズ レバ、「ツベル

ク リン」皮膚過敏性 ガ 結核性機轄 ト叉密接ナ關

係 テ有 スル デ アラウ トイフコ トガ想像 サ レルワ

ケデアル.何 トナ レバ既 二「過 敏性膣質 ト結核」

(其 ノー)働 二於 テ論 ジタヤ ウニ過敏性禮質ノ・結

核性病機 テ良姓二規 劇 ス ル ヵラデァル。(而 シ

テ上述 ノ想定 ノ果 シテ當 レル ヤ 否 ヤハ次 ノ「過

敏性罷 質 ト結核」(其 ノ四〉紛二 論述 スル コトニ

スル〉

第5章 結 論

「ヅベ ルク リン」皮 慮過敏性ハ勿論他 ノ種 々 ナル

要約 ニ ヨツテ規舗 サ レテハ居 ル ガ、本質 的ニハ

過敏性艦質 ニ ヨヅテ規舗 サ レテ居 ル トイフ コ ト

ラ知 ツ タ.

終 リニ臨 淀前院長太縄博士二敬意 ヲ表 シ、院長

岩佐博士蚊二副院長渡邊博士ノ御校閲及 ビ同僚

諸氏 ノ伽助言 ヲ感謝 スル.

(昭和15年12月29日 記ス)
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dann 3  Studen lang im Brutschrank gelassen  und filtriert. Die  Blaufarbung wird im 

 „  Leifo " mit Filter S 570 gemessen. 
   Die Formel  fiir  die Berechnung der  Nukleinamiestarke ist  folgende  : 

 Thymonukleinsdure  mg/ccm  f  (E—E„) 

 Bemerkung  : 
        f  =Thymonukleinsdure  mg/Extinktion  E=  gefundene Extinktion 

 E0=Extinktion im  Kontrollversuch  v=  Verdiinnung der  LOsung 
            (0.009 bei Meerschweinchen) 

    Es wurde in einem besonders  fiir die Verwertung dieser neuen Methode  angestellten 
Experimente nachgewiesen, dass  im Blutplasma der Meerschweinchens bei einer  durch 
subkutane Einspritzung  10%iger  Kochsalzläsung hervorgerufenen lokalen Nekrose eine 
zeitlich  beschi  ankte, aber starke Zunahme der  Thymonukleinsaure zu konstatieren war. 

 (Autoreferat.) 

              Die reizbare Konstitution  und die Tuberkulose. 

                                3. Teil. 

         Klinisch-statistische Untersuchungen  fiber die konstitutionelle 

              Bedingtheit der Tuberkulinhautempfindlichkeit. 

                                     Von 

                       Kazue Karibe  und  Sizuo Katube. 

 Aus der  stddtischen  Lungenheilskitte zu Osaka,  Direkto  r: Dr.  Daizir©  Iwasu.) 

    Es ist offen, dass die  Tuberkulinhautempfindlichkeit im Bezug auf die Tuberkel-
bazilleninfektion auftritt. Ob jedoch diese spezifische Hautempfindlichkeit auch besonders 

 individuell konstitutionell bedingt ist, ist noch nicht wesentlich  erklart worden.  Urn dieses 
Problem zu  Risen, haben  Verff. eine Reihe der klinisch-statistischen Untersuchungen bei 
ca. 200  tuberkuliis infizierten gesunden Menschen  und ca.  8^10  tuberkulOs erkrankten 

gemacht. 
    Wie  Verff. schon in 1. Mitteilung  erwahnt haben, kann man die reizbare Konstitu-
tion an ihren Attributen, d. h. Familienanamnese von allergischen Erkrankungen, Eigen-
anamnese von denselben, Dermographie  und  Hyperamie der  Schleimhaute erkennen. 
Zwischen den positiven  Ausfallen von diesen Attributen, insbesondere von der Eigen- 
anamnese von den  allergischen Erkrankungen  und der  Tuberkulinhautiiberempfindlichkeit 

 stellten  Verff. in dieser Arbeit innige Beziehungen fest. 
    Aus diesem Ergebnis kann man sagen, dass die starke Tuberkulinhautempfindlich-

keit durch die reizbare Konstitution individuell bedingt ist.  (Autoreferat.)




